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　昨年11月に、ユネスコ無形文化遺産に登録された「遊佐の小正月行事（アマハゲ）」。１月１日（火・祝）
に滝ノ浦、１月３日㈭に女鹿、１月６日㈰に鳥崎集落で、登録後初めてのアマハゲ行事が行われました。

ユネスコ無形文化遺産登録後 初
遊佐の小正月行事（アマハゲ）が行われました

今
年
も
ア
マハ
ゲ
が
や
っ
て
来
た

　

ア
マ
ハ
ゲ
は
、
ケ
ン
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る

み
の
や
鬼
な
ど
の
面
を
つ
け
て
各
戸
を
ま

わ
り
、
怠
け
心
を
い
さ
め
る
と
と
も
に
、

無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
行
事
で
す
。

今
年
の
ア
マ
ハ
ゲ
は
登
録
後
初
め
て
の
行

事
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
注
目
度

の
高
い
中
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
来
訪
神
は

俗
世
の
都
合
な
ど
な
ん
の
そ
の
。
行
事
に

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
太
鼓
の
音
と

と
も
に
現
れ
た
ア
マ
ハ
ゲ
に
抱
き
か
か
え

ら
れ
、「
良
い
子
に
し
ま
す
！
」
と
叫
ぶ

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
の
取
り
組
み

　

教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
59
年
に
「
遊

佐
の
ア
マ
ハ
ゲ
」
を
町
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
し
た
後
、
継
続
し
て
そ
の
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
事
で
使
用
す
る

稲
わ
ら
な
ど
の
衣
装
材
料
の
調
達
、
対
外

公
演
に
お
け
る
交
通
手
配
や
随
行
な
ど
の

補
助
、
そ
し
て
後
世
へ
保
存
・
伝
承
す
る

た
め
の
詳
細
な
映
像
記
録
の
作
成
な
ど
で

す
。

　

近
年
で
は
、
機
運
の
醸
成
の
た
め
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
主
要
な
施
設
に
の
ぼ
り

旗
や
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度

は
、
遊
佐
町
民
俗
芸
能
公
演
会
に
お
い
て

「
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」
に
出
演
し
て
い
た

だ
き
、
ナ
マ
ハ
ゲ
と
ア
マ
ハ
ゲ
の
共
演
が

実
現
す
る
な
ど
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
ゆ
ざ
学
講
座
と
し
て
、
文
化
庁
係

官
よ
り
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
「
遊

佐
の
小
正
月
行
事
」
に
つ
い
て
ご
講
話
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

て
い
た
集
落
看
板
の
改
修
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
も
あ
り
、
昨
年
11
月
に
「
遊

佐
の
小
正
月
行
事
」
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
間
委

員
会
の
決
議
文
で
は
、「
提
出
国
が
大
変

よ
く
調
え
ら
れ
、
明
確
な
構
成
を
も
つ
提

案
書
を
提
出
し
た
こ
と
を
祝
い
、
ま
た
、

提
案
さ
れ
た
無
形
文
化
遺
産
の
カ
ギ
と
な

る
側
面
を
全
て
含
み
、
視
聴
者
が
こ
の
無

形
文
化
遺
産
の
詳
細
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
す
る
ビ
デ
オ
を
提
出
し
た
こ
と
を
称
賛

女鹿集落のアマハゲ
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す
る
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
間
の
交
流
・
連
携
を

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
は
、

遊
佐
町
だ
け
で
は
な
く
、
来
訪
神
行
事
保

存
・
振
興
全
国
協
議
会
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
の
成
果
で
す
。
地
域
間
の
交

流
や
連
携
強
化
の
た
め
、
会
員
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
地
域
間
交
流
の

促
進
お
よ
び
意
見
交
換
の
実
施
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
遊
佐
町
民
俗
芸
能
公
演

会
に
お
い
て
、
町
外
の
招
へ
い
団
体
と
し

て
、「
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」
や
「
米
川
の

水
か
ぶ
り
（
登
米
市
）」
に
出
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
来
訪
神
行

事
の
所
在
す
る
自
治
体
同
士
の
連
携
、
そ

し
て
保
存
会
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

当
日
の
対
応

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
に
よ

り
、「
遊
佐
の
小
正
月
行
事
」
へ
の
関
心

の
高
ま
り
や
、
伝
承
の
機
運
の
高
ま
り
、

町
の
文
化
財
の
情
報
発
信
、
そ
し
て
来
訪

神
行
事
を
伝
承
す
る
地
域
間
の
交
流
や
連

携
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
過
度
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
よ

る
、
集
落
へ
の
負
担
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
マ
ハ
ゲ
は
集
落
に
伝
わ
る
民
俗
行

事
で
あ
り
、
そ
の
舞
台
は
一
般
家
庭
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
受
け
て
、
特
に
今
年
は
、

報
道
機
関
や
見
学
者
の
増
加
に
よ
る
行
事

へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落
と
の
協
議

を
重
ね
た
結
果
、「
一
般
家
庭
へ
の
出
入

り
は
、
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
た
だ

し
、
報
道
機
関
に
つ
い
て
は
、
事
前
申
し

込
み
の
上
、
各
集
落
が
対
応
可
能
な
範
囲

で
取
材
を
お
受
け
す
る
」
と
の
対
応
を
取

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
ア
マ

ハ
ゲ
行
事
に
関
す
る
注
意
事
項
」
に
つ
い

て
、
町
の
広
報
や
Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
の
周
知

に
努
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
報
道
機
関
や
見
学
者

が
詰
め
掛
け
た
も
の
の
、
集
落
の
皆
さ
ま

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
混
乱
な
く
無
事
に
行

事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
マ
ハ
ゲ
を
続
け
て
い
く
た
め
に

　

町
で
は
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
都
市
部
へ
の
若
年
層
の
流
出
が
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
集
落
に
お

い
て
も
、
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
行
事
の

担
い
手
の
不
足
や
高
齢
化
は
、
近
年
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
減

少
に
よ
り
、
ア
マ
ハ
ゲ
が
諭
す
対
象
が
い

な
く
な
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も

が
担
っ
て
き
た
鳥
追
い
は
、
継
続
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
解
決
策
を
見
出
す
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
ま
ず
は
、「
遊
佐
の
小
正
月
行
事
」

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
の
文
化
財
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
が
図
ら
れ
、

町
全
体
で
、
そ
の
保
存
と
伝
承
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
保

存
会
や
町
だ
け
で
な
く
、
教
育
分
野
や
地

域
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
特
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
に
活
か
し
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

ア
マ
ハ
ゲ
を
見
た
い

 

と
い
う
方
の
た
め
に

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
「
祝　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録　

遊

佐
の
小
正
月
行
事
」
と
題
し
て
、
企

画
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
２
月
上

旬
、
遊
楽
里
を
会
場
に
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
の
掲
示
や
映
像
資
料
の
上
映
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
経
過
は
、

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

●
問
／
教
育
課
文
化
係

　
　
　

☎
72
－
５
８
９
２

鳥崎集落のアマハゲ

遊佐の小正月行事「鳥追い」（鳥崎集落）

イラスト／木山由紀子　　写真／須藤敏彦

滝ノ浦集落のアマハゲ
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国
際
理
解
の
第
一
歩

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ル
ノ
ク
市
派

遣
事
業
は
今
回
で
25
回
目
と
な
り

ま
す
。
今
年
度
の
団
員
は
、
中
学

生
12
名
を
含
む
14
名
で
す
。
12
月

11
日
㈫
に
行
わ
れ
た
派
遣
団
員
任

命
式
で
は
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
た
い
。」「
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
文
化
に
ふ
れ
て
き
た
い
。」「
日

本
と
の
違
い
を
見
つ
け
て
き
た

い
。」
な
ど
の
抱
負
を
元
気
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
㈯
か
ら
は
、
３
月
の

出
発
に
向
け
た
研
修
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
遊
佐
町

国
際
交
流
協
会
会
員
が
講
師
と
な

り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
や
歴
史
・
文

化
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
文
化

や
遊
佐
町
に
つ
い
て
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
の

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

派
遣
期
間
は
３
月
20
日
㈬
～
27

日
㈬
の
８
日
間
で
す
。
団
員
は
期

間
中
ソ
ル
ノ
ク
市
役
所
を
は
じ
め
、

幼
稚
園
、
芸
術
小
学
校
な
ど
を
訪

問
す
る
ほ
か
、
３
泊
４
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
予
定
で
す
。

●
問
／
企
画
課
企
画
係

　
　
　

☎
72
－
４
５
２
３

今年度の姉妹都市ソルノク市
派遣団が決定しました

「積極的にコミュニケーションをはかり、お互いの友好と親善を育みます。」

平成30年度　派遣団員名簿
区分 番号 氏　　名 性別 勤務先・学校名

団長 １ 阿部　秀
ひ で お

雄 男 教育課文化係

中
　
学
　
生

２ 阿部　裕
ゆ う た

太 男 遊佐中１年

３ 齋藤　圭
けいすけ

佑 男 遊佐中１年

４ 菅原　羽
うきょう

堯 男 遊佐中１年

５ 高橋　優
ゆ う き

輝 男 遊佐中１年

６ 中山　天
た か と

斗 男 遊佐中１年

７ 阿部　凪
な ぎ さ

咲 女 遊佐中２年

８ 佐藤こころ 女 遊佐中２年

９ 菅原　希
き ら

羅 女 遊佐中２年

10 菅原　悠
ゆ う き

希 女 遊佐中２年

11 菅原璃
り の あ

乃杏 女 遊佐中２年

12 土門　心
こ こ は

羽 女 遊佐中２年

13 長澤　優
ゆ い

衣 女 遊佐中２年

事務局 14 菅原　恵
え り

里 女 地域生活課下水道係
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●
下
水
道
事
業
の
会
計
に
つ
い
て

　

町
の
下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
と
地
域
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
の
２
つ
の
会
計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
遊

佐
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
流
入
す
る
区
域
の
皆

さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
使
用
料

や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源
と
し

て
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
や
地
方

債
の
償
還
（
返
済
）
を
、
国
の
補
助
金
や

受
益
者
負
担
金
、
地
方
債
を
財
源
と
し
て

下
水
道
施
設
の
建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
は
、

豊
岡
、
直
世
、
杉
沢
、
藤
井
の
四
つ
の
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
と
、
比
子
簡
易
排

水
処
理
施
設
に
流
入
す
る
区
域
の
皆
さ
ん

か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
使
用
料
と
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源
と
し
て
、

５
つ
の
処
理
施
設
の
維
持
管
理
や
地
方
債

を
償
還
し
て
い
ま
す
。

●
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
大
蕨
岡
集
落
と
上
蕨
岡
の
一

部
の
集
落
の
整
備
が
完
了
し
、
平
成
30
年

度
は
上
蕨
岡
集
落
と
水
上
集
落
の
整
備
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
３
月
末
に
は
供
用
開

始
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
は
、

田
中
と
千
本
柳
（
坊
主
新
田
）
集
落
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
地
方
債
残
高
の
推
移

　

公
共
下
水
道
会
計
の
地
方
債
残
高
は
平

成
19
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
以
降
、
建
設

改
良
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、

計
画
的
に
地
方
債
残
高
の
減
少
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
計
画
的
な
地
方
債
の
借

入
れ
と
、
償
還
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

●
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
が
利
用
可
能
な
区
域
に
住
ん
で

い
る
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
額
の
費
用
を
か
け

て
整
備
し
て
も
、
皆
さ
ん
か
ら
下
水
道
に

接
続
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
施
設
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
供
用

開
始
し
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
一
日

も
早
く
下
水
道
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
／
地
域
生
活
課
下
水
道
係

　
　
　

☎
72
－
５
８
９
４

平成29年度 下水道事業の会計決算状況
公共下水道事業

地域集落排水事業

支出 7億5,995万円収入 7億5,785万円

※歳入の不足分は、前年度繰越金で補填しています。

支出 8,669万円収入 8,941万円

地方債利息
1億566万円
13.9%

営業費用
（維持管理費等）
9,207万円
12.1%

建設改良費
2億4,118万円
31.8%

地方債償還金
3億2,104万円
42.2%

地方債利息
1,407万円
16.2%

営業費用
（維持管理費等）
2,670万円
30.8%

地方債償還金
4,592万円
53.0%

下水道使用料
2,041万円
22.8%

一般会計繰入金
6,900万円
77.2%

下水道使用料
1億5,485万円
20.43%

その他
（登録手数料他）
1,021万円
1.35%一般会計繰入金

3億7,850万円
49.94%

地方債
1億1,910万円
15.72%

国庫補助金
8,460万円
11.16%

受益者負担金
1,059万円
1.40%

地方債残高の推移

公共下水道事業 地域集落排水事業

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円）

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

737 688 639 591 544 498

5,712 5,571 5,388 5,238 5,050 4,848
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『ゆざ健康マイレージ』のポイント獲得期限が間近です!

遊佐町地域おこし協力隊 隊員募集★★★★★★

　健康づくり事業に参加して20ポイントを貯めると商品券と交換できる「ゆざ健康マイレージ
事業」。平成30年度のポイント獲得期限は3月29日㈮までとなっております。
　職場等の健診を受診された方、ツーデーマーチに参加した方でまだポイントをもらっていな
い方は、健診結果や完歩証と共に防災センターへポイントカードをご持参ください。
　また、2月に開催される各地区健康大会・健康のつどいもマイレージ対象事業となっており
ますので、ぜひご参加ください。内容について詳しくは、各地区のチラシをご覧ください。

●担当業務／
① 遊佐町の特産品の販売・ＰＲおよび新たな特産

品の開発業務（募集１名）
　 特産品のＰＲ・販売促進活動・開発等による遊

佐ブランドの確立・発信の取り組みの実施。
② 婚活・ウエディングプランニング支援業務
　（募集１名）
　 結婚支援推進員活動強化、婚活イベント等実施、

町ならではのウエディングプランニング企画運営。
③ 観光・自然資源の魅力発信および活用推進業務
（募集１名）

　 鳥海山・飛島ジオパークや観光・自然資源の町
内外への情報発信、さまざまな分野でのジオ資
源の活用。

④生涯学習推進・若者支援業務（募集１名）
　 自主的な「学び」の場の充実のための企画・情

報発信、若者の団体・グループ活動の支援等。
⑤学校教育や地域学習に関する支援業務
　（募集１名）
　 遊佐町らしい学習支援塾の企画運営、遊佐高校

に係る各種事業の支援。
●対象者要件／
・ 20～40歳の方で、応募時に都市地域等在住（※）

　町外の方の視点・技術・行動力による町の活性化のため、下記業務に取り組んでいただく遊佐町地域おこ
し協力隊の隊員を募集します。業務詳細、対象者要件、待遇等の詳細につきましては、町HPをご覧ください。

で、採用後に町に住民登録して生活拠点を移す
ことができ、最低１年以上の活動が可能な方（最
長３年まで。ＵＩターン者も可）。

※ 住所地要件があります。企画課企画係にご確認
ください。

・ 普通自動車運転免許、基本的なパソコン操作・
インターネット活用技術をお持ちの方
● 活動時間／原則　平日週５日で１日７時間45分

勤務（業務により土・日・祝日勤務の場合は振
休対応）

● 活動謝礼／166,000円／月
　他に住居および活動車両貸与等あり。
● 応募方法／2月28日㈭午後5時15分まで下記に応

募用紙をご提出ください。応募用紙様式は町Ｈ
Ｐからダウンロードいただくか、企画課企画係
にてお受け取りください。

※郵送可、当日消印有効。
● 審査／書類による一次審査および面接による二

次審査
●活動開始／原則4月1日（相談に応じます。）
●問・□申／
　〒999︲8301 山形県飽海郡遊佐町遊佐字舞鶴211
　遊佐町役場　企画課企画係　☎72︲4523

地　　区 日　　時 会　　場

稲川地区　健康のつどい 2月8日（金） 午前10時～ 稲川まちづくりセンター

蕨岡地区　健康大会 2月14日（木） 午後１時～ 蕨岡まちづくりセンター

高瀬　いきいき元気塾 2月16日（土） 午前９時30分～ 高瀬まちづくりセンター

遊佐地区　健康づくり大会 2月22日（金） 午後１時30分～ 生涯学習センター

西遊佐地区　健康づくり大会 2月23日（土） 午後１時30分～ 西遊佐まちづくりセンター

吹浦地区　健康福祉のつどい 2月9日（土） 午前10時～ 吹浦まちづくりセンター

※商品券との交換期限は3月29日㈮です。 ●㉄／健康福祉課健康支援係　☎72-4111

お急ぎ
ください

!
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の
声
に
自
分
の
声
を
乗
せ
て
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
で
活
動
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
は
、
上
手
に
歌
う
こ
と
よ

り
も
、
人
の
声
（
話
）
を
よ
く
聴

く
こ
と
の
で
き
る
、
そ
し
て
自
分

の
声
（
意
見
）
を
は
っ
き
り
と
表

現
で
き
る
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
11

時
30
分
に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
の
音
楽
室
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
月
謝
１
︐０
０
０
円
。
制
服
、

楽
譜
等
は
支
給
さ
れ
ま
す
。
お
家

の
方
も
ご
一
緒
に
、
お
気
軽
に
ご

見
学
く
だ
さ
い
。

●
問
／
指
揮
者　

小
田
原　

裕　

　
　
　

☎
72
－
２
６
７
０

第
10
回

遊佐町子ども合唱団
スマイルキッズ遊活!!遊活遊活遊活Let'sLet's

遊佐町音楽祭で日ごろの成果を発表

活
動
内
容

　

遊
佐
町
子
ど
も
合
唱
団
ス
マ
イ

ル
キ
ッ
ズ
は
、
平
成
18
年
に
豊
島

区
と
友
好
都
市
と
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
、
18
人
が
在
籍
。
夏
の
遊

佐
町
音
楽
祭
や
秋
の
山
形
県
少
年

少
女
合
唱
祭
な
ど
を
中
心
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
合
唱
を
披
露
し

て
い
ま
す
。「
歌
は
ス
マ
イ
ル
＆

パ
ワ
ー
！
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
を
皆
さ
ん
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
、
そ
し

て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

 

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

合
唱
は
ひ
と
り
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
友
達
の
声
を
聴
い
て
、
周
り 歌うだけじゃなく、身体も動かしながら楽しく活動しています。

ら
れ
、
中
で
も
院
内
油
田
は
秋
田
市
の

八
橋
油
田
と
並
ぶ
大
規
模
な
油
田
で
あ

り
、
日
産
量
が
日
本
最
大
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
昭
和
30
年
代
ま
で
秋
田

県
内
の
多
く
の
油
田
は
稼
働
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
急
速
に
減
退
し
、

多
く
の
油
田
は
閉
山
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
内
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
現
在

で
も
採
油
し
て
い
る
油
田
も
あ
り
、
秋

田
市
で
は
住
宅
地
に
隣
接
す
る
油
田
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
見
す
る
と

か
つ
て
の
院
内
油
田
と
は
ず
い
ぶ
ん

違
っ
て
見
え
ま
す
。
ぜ
ひ
産
業
遺
産
の

院
内
油
田
跡
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

秋田大学大学院国際
資源学研究科
資源地球科学専攻長・教授
大場　　司 氏

　

昭
和
40
年
代
以
前
の
に
か
ほ
市
巾
山

丘
陵
で
は
、
夜
に
は
星
よ
り
も
明
る
く

灯
が
点
り
、
眩
い
夜
景
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
当
時
稼
働
し
て
い
た

院
内
油
田
の
灯
で
し
た
。
院
内
油
田
は

大
正
11
年
に
上
小
国
集
落
付
近
か
ら
開

発
が
始
ま
り
、
そ
の
後
は
北
側
や
桂
坂

集
落
に
開
発
が
広
が
り
ま
し
た
。
し
か

し
平
成
７
年
に
は
閉
山
と
な
り
、
現
在

は
一
部
が
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
秋
田
県
は
国
内
有
数
の
油
田

地
帯
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
明
治
６
年

の
秋
田
市
旭
川
油
田
の
開
発
の
後
、
明

治
後
期
～
昭
和
初
期
を
中
心
に
多
く
の

油
田
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
黒
川
、
豊

川
、
八
森
、
由
利
、
八
橋
、
院
内
、
桂

坂
、
小
滝
が
当
時
の
油
田
と
し
て
挙
げ

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

《
第
50
回
》

秋
田
の
油
田
地
帯
と

 

院
内
油
田

秋田市内で稼働する油田
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１
月
15
日
㈫
か
ら
24
日
㈭
に
か
け
て
、

歴
史
民
俗
学
習
館
に
町
内
の
小
学
３
年
生

が
訪
れ
、「
古
い
道
具
と
昔
の
く
ら
し
体

験
学
習
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
社
会
科
の
授
業
の
一
環
で
、
実
際

に
昔
の
道
具
に
触
れ
た
り
、
体
験
し
た
り

し
て
、
昔
な
が
ら
の
工
夫
や
現
代
の
便
利

さ
を
学
習
す
る
も
の
。
15
日
に
は
遊
佐
小

学
校
３
年
生
36
名
が
体
験
に
訪
れ
、
昔
の

消
防
道
具
や
衣
服
、
テ
レ
ビ
や
住
居
の
様

子
な
ど
に
興
味
津
々
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
実
際
に
昔
の
農
機
具
な
ど

を
使
っ
た
作
業
も
体
験
。「
千
歯
こ
き
」

や
「
足
踏
み
脱
穀
機
」
を
使
っ
た
稲
穂
の

脱
穀
作
業
や
、「
石
臼
」
を
使
い
、
大
豆

を
挽
い
て
き
な
粉
に
す
る
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、思
っ

た
よ
り
も
力
や
コ
ツ
の
い
る
作
業
に
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
も
、
昔
の
人
の
知
恵
を
体

験
し
、
楽
し
そ
う
に
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
は
挽
い
た
き
な
粉
で
お

餅
を
い
た
だ
き
ま
す
。
昔
の
道
具
と
暮
ら

し
、
そ
し
て
味
も
勉
強
で
き
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

昔
は
こ
ん
な
道
具
が
あ
っ
た
ん
だ
！

�
…
古
い
道
具
と
昔
の
く
ら
し
体
験
学
習

振り回してもろうそくの火が消えない、昔の懐中電灯「がん灯」

稲穂をぎゅっと握らないと抜けちゃうぞ！

あなたの読書を明るく照らす
�…町立図書館にイルミネーションが点灯

遊佐クラブが全国大会へ
第30回全国家庭婦人バレーボールいそじ大会県予選優勝

　11月25日㈰に行われた第30回全国家庭婦人
バレーボールいそじ大会県予選で、遊佐クラ
ブが優勝し、全国大会への出場を決めました。
この大会は、50歳以上の選手が出場するいそ
じママさんバレーの大会。家庭を持ちながら
も活躍する、遊佐のママさんバレーの力強さ
を見せつけました。全国大会は３月15日に山
梨県甲府市で開催される予定となっています。

　12月19日㈬、町立図書館でイルミネーショ
ンの点灯式が行われました。図書館入り口前
の通路には約５千個のLEDライトが設置され、
数種類の点滅パターンで訪れる方をお迎えし
ます。午後４時から６時半まで点灯し、新刊
案内や本の返却ボックスの利用の手助けに。
点灯時間は季節に応じて変更する予定となっ
ています。

全国大会でも活躍が期待されます。

まるで図書館へ誘うかのような、優しげな光が灯ります。
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12
月
23
日
㈰
・
㈷
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
ユ
ザ
ブ
ル
ー
ム
ジ
ュ
ニ
ア
に
よ
る

第
９
回
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ユ
ザ
ブ
ル
ー

ム
ジ
ュ
ニ
ア
に
参
加
す
る
幼
稚
園
年
長
か
ら

高
校
２
年
生
ま
で
の
園
児
・
児
童
・
生
徒

た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
な
ど
の
音
に
乗
せ
て
観
客

の
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト

や
特
別
出
演
の
方
か
ら
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
の
合
奏
演
奏
も
披
露
。
ク
リ
ス
マ
ス

の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
、
素
敵
な
音
色

で
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

駅
前
一
区
自
治
会
（
渋
谷
隆
士
会
長
）

が
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、
駅
前

一
区
自
治
会
館
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と

も
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
憩
い
、
寄
り
合
い
の
場
、
活
動
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
問
／
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
支
援
係

　
　
　

☎
72
－
４
５
２
４

ク
リ
ス
マ
ス
を
音
楽
で
彩
る

�
ユ
ザ
ブ
ル
ー
ム
ジ
ュ
ニ
ア
Ｘｍａｓ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８

地
域
待
望
の﹁
駅
前
一
区
自
治
会
館
﹂が
完
成

地域の活動拠点としての活用が期待されます。

美しい弦楽器の音色にうっとり

無火災・無災害祈願！！

　１月６日㈰、遊佐町消防出初式が行われました。
杉の子幼稚園園児の火の用心行列を先頭に、消
防団の隊列が行進。雪の降る中はしご演技が行
われ、１年の無火災・無災害を祈願しました。

豊かで個性的な美を表現

　12月11日㈫から１月27日㈰にかけて、あぽん
西浜で遊佐書道会作品展が行われました。作品
展には13作品が展示され、書の美しさや個性的
な表現で、利用者の皆さんを楽しませました。

同じ目線で交流しよう！

　12月17日㈪、遊佐高等学校２年次生と、吹浦
小学校４・５・６年生との交流会が行われました。
今回の交流会では、いつもの発表会方式からや
り方を一新。高校生があの手この手の遊びを考
えて、より近い距離で吹浦小学校の児童たちと
交流を深めました。
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冬場の交通事故にご注意を！
　昨年末に、西遊佐まちづくりセンターにて、冬場の交通事故防止
のための交通安全研修会を開催しました。
　３面スクリーンを使用した「わたりジョーズ君」でのリアルな横
断体験では、夕暮れや夜間、降雪時など車の行き交う危険な場面を
参加者全員がドキドキしながら体験しました。
　また、酒田警察署の方から、各場面での注意点や安全な横断方法、
さらに運転時の交通ルールについてもアドバイスいただき、大変充
実した研修会となりました。歩行者も運転者も、冬道の安全には十
分注意しましょう。 ●㉄／西遊佐まちづくりの会　☎75︲3822

将
来
は
何
を
し
た
い
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

 

将
来
に
つ
い
て
語
ろ
う

　

12
月
14
日
㈮
、
遊
佐
高
等
学
校
で
１

年
次
生
33
名
を
対
象
に
、「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
と
将
来
に
つ
い
て

語
ろ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
「
産
業
社

会
と
人
間
」
の
授
業
の
一
環
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
５
名
に
、
活
動
内
容
や

な
ぜ
協
力
隊
を
し
て
い
る
の
か
、
人
生

経
験
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
自
分
た
ち

の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
目
的
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
協
力
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ー
ス
を
作
り
、
そ
の
ブ
ー
ス
へ
生
徒

た
ち
が
訪
問
。
協
力
隊
の
歩
ん
で
き
た

人
生
や
、
生
徒
た
ち
が
今
打
ち
込
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
自
由
な
雰

囲
気
で
会
話
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
生

15
名
は
、
代
表
の
ジ
ェ
ー
ン
・
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
さ
ん
を
除
い
て
初
の
来
日
。
初

め
て
触
れ
る
日
本
の
、
そ
し
て
遊
佐
の

文
化
を
満
喫
し
、
針
に
糸
を
通
す
と
こ

ろ
か
ら
苦
労
し
な
が
ら
も
、
楽
し
そ
う

に
遊
佐
刺
し
子
の
体
験
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
お
昼
に
は
遊
佐
刺
し
子
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
お
も
て
な
し
の
昼
食

が
用
意
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
か
っ
た

（
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）。
参
加
で
き

て
光
栄
で
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
ゆ
け﹁
で
た
ら
め
音
楽
隊
﹂

 

︙
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
燦
燦
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
17
日
㈪
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
燦

燦
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
18
名
の
利
用
者
の
方

が
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
姿
に
扮
し
て

参
加
。
各
々
が
木
琴
や
小
太
鼓
、
タ
ン

バ
リ
ン
な
ど
を
手
に
、「
で
た
ら
め
音

楽
隊
」
と
な
っ
て
「
キ
ラ
キ
ラ
星
」
や

「
證し

ょ
う
じ
ょ
う
じ

城
寺
の
た
ぬ
き
ば
や
し
」、「
お
も

ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
な
ど
の
曲
を

奏
で
ま
し
た
。「
で
た
ら
め
音
楽
隊
」

と
は
、
自
分
が
音
を
出
し
た
い
と
思
っ

た
と
こ
ろ
で
楽
器
を
鳴
ら
す
楽
譜
の
無

い
音
楽
隊
の
こ
と
。
音
楽
隊
の
鳴
ら
す

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
職
員
や
ゲ
ス
ト
の

方
々
も
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
出
す
、
楽

し
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

遊
佐
刺
し
子
を
通
じ
て
国
際
交
流

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
が

 

遊
佐
刺
し
子
を
体
験

　

12
月
９
日
㈰
、
に
ぎ
わ
い
創
造
館
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
が
訪
れ
、
遊

佐
刺
し
子
の
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々

自由な音楽に合わせて踊る、素敵なクリスマスに。

美しい遊佐刺し子の制作を体験

３面スクリーンを使用したリアルな横断体験も実施

西遊佐
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遊
佐
町
内
児
童
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
ロ
ビ
ー
に
は
「
友
達
と
け
ん
か
し

な
い
で
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
に
」「
希

望
に
あ
ふ
れ
た
毎
日
が
送
れ
る
よ
う

に
」
と
い
う
児
童
た
ち
の
想
い
の
込
め

ら
れ
た
、「
友
情
」
や
「
希
望
」、「
平

和
」
な
ど
19
作
品
を
展
示
。
書
道
を
通

し
て
、
友
達
や
命
を
大
切
に
思
う
気
持

ち
や
、
思
い
や
り
の
心
が
育
ま
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

齋藤　瞭太郎さん（大谷地）
Ryotaro  Saito
平成３年生まれ

遊佐に農業で活気を
■一言／
　高校を卒業後、茨城で機械メンテナンスの
仕事に勤めていましたが、兄弟が就職したこ
とをきっかけに実家に戻り、農家を継いでい
ます。手がけているのは主に米や大根、夏場
はスイカやメロンも作っています。農業用の
機械は操作が難しく、なかなか大変です。今
はまだ仕事の段取りも良くわかりませんが、
いずれは自分でやれるようになっていきたい
です。
　実家では「チビチビ」という猫を飼ってい
て、主に私が世話をしています。チビチビと
いう名前ですが、順調に成長し、今では近所
で一番大きな猫になりました。チビチビを飼っ
てからは家から鼠がいなくなり、農家として
はありがたい限りです。
■町への要望／
　農家をしていると農道をよく利用するの
ですが、未だに砂利道が多く、長年の利用
で変形してしまっている所もあるので、舗
装を進めて欲しいです。

皆さん笑顔で歓迎してくれました。

あいさつ回りをしてきました
　移住してきた方々にとって欠かせないことは集落での暮らしです。集落の
皆さんと知り合いになり、行事に参加することで、少しずつ遊佐町民になっ
ていくのだと思います。
　そのために大切な「隣組あいさつ回り」を集落の区長さんと一緒に行い、
集落支援員も同行しています。ご挨拶だけでなく、回覧板の受け渡し、ゴミ
ステーションの場所の確認等もします。私たちが当たり前であることが移住
者の皆さんにとっては「初めて」ということもあるので、ご近所づきあいが
今後の町での暮らしの助けになるはずです。「よろしくお願いします！」と
挨拶すると、どこのご家庭でも笑顔で迎えてくれることが、とても嬉しいです！
集落支援員　渋谷一行・佐藤正子
☎72-3981　FAX 28-8455（集落支援員事務所：Aコープゆざ店２階）

お
詫
び
と
訂
正

　

平
成
31
年
１
月
１
日
号
に
て
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

く
ら
し
の
情
報　

む
し
歯
ゼ
ロ

誤
）永
未
み
の
り
ち
ゃ
ん（
漆
曽
根
）

正
）永
末
み
の
り
ち
ゃ
ん（
漆
曽
根
）

た
い
と
思
っ
た
」
と
、
将
来
に
対
す
る

想
い
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を
育
む 

人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
児
童
作
品
展
示

　

12
月
26
日
㈬
か
ら
１
月
18
日
㈮
に
か

け
て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に

て
平
成
30
年
度
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

徒
か
ら
は
「
協
力
隊
の
皆
さ
ん
は
、
み

ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
で
今
の
仕
事
を

し
て
い
た
け
ど
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
諦
め
な
い
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
。
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き １年次生に人生について語る坂部隊員

児童の想いの詰まった作品が展示されました。




